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1．はじめに

　本稿では， 広島大学短期交換留学プログラム（Hiroshima University Study Abroad Program，HUSA）1）

留学生向けの「グローバル化支援インターンシップ」授業における「国際観光ガイド・インターン
シップ」実習を行った留学生インターンのエンパワーメント自己評価について考察する。日本語と
日本文化に強い興味を持ち日本の大学に留学してきた交換留学生が，日本の地域社会と協働し，地
方に残る歴史的資産を紹介する「国際観光ガイド」実習を通じ，どのように自身がエンパワーメン
トしたと捉えているのかについて考察する。本実習では，受講した留学生（HUSAインターン）が，
外国人としての知見と日本語能力及び日本社会に関する学術知を実践知として地域活性化に生かす
社会体験となる実習を目指した。
　「国際観光ガイド」実習は， アジア・オセアニア・ヨーロッパの5か国出身の交換留学生8人が，
2014年9月末の来日から4か月半後の2015年2月に広島県呉市倉橋町にある「長門の造船歴史館」に
おいて行った。ガイド実習は，日本の外交史や造船の歴史などの専門的知識の習得，行政との会議
の参加や企画マネージメントなど，社会体験のない交換留学生にとり難易度の高い挑戦であり，実
現のためには留学生の強い動機づけとエンパワーメントが鍵となった。本研究は，アジア・ヨーロッ
パ・オセアニア出身の交換留学生が，市行政関係者や地方自治体の人々と協働しつつ留学生間の多
文化性と日本の地域文化に同時に向き合う実習を通じ，自身のエンパワーメントをどう捉えたのか
について考察するものであり，外国人と地域社会との関係性構築の在り方や多文化共生社会推進の
方策を探る一つの指針ともなると考える。

2．留学生の異文化性を活かす実習とエンパワーメントの意義

2．1　留学生インターンの動機づけとエンパワーメントに関する理論的背景
　インターンシップにおけるエンパワーメント評価に焦点をあてた研究や日本の地域社会と連携し
た留学生のインターンシップにおけるエンパワーメントの研究は未発展である。まず，実習のエン
パワーメント評価に関連する先行研究と理論的背景について論じ，留学生インターンシップについ
て「エンパワーメント」という尺度で評価を行うに至った経緯とその意義を明確にする。留学生が
自主性を持ちつつ社会体験を持てる実習の在り方を模索する過程で，留学生が動機づけによりエン
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パワーメントし自律性を持ち実習に取り組む場の構築が学生の積極的態度を引き出し意義ある社会
体験をもたらすとの見解に至った。その見解に至るうえで参考としたエンパワーメントの概念と密
接に関わる「動機づけ」に関する考察，留学生が日本の地域社会と協働するインターンシップにお
けるエンパワーメントの意義，エンパワーメント評価の考察に関する先行研究について述べる。
2012年度に留学生の強い動機づけとエンパワーメントに着目し派遣型インターンシップから学生が
主体となり企画を提案し実行するプロジェクト型に転換した際，協働する企業・行政・地域に対し
て学生が対等のパワー関係に立つことによるエンパワーメントに着目した。留学生がエンパワーメ
ントする実習の在り方として，1） 強い動機づけ，2） 地域と対等の立場に立てる社会体験，の2点に
着目した。
　まず，動機づけとエンパワーメントの関連性について論じる。宮脇（2008，60，80-83）は，
Deci & Flaste（1995）の論説に言及し，有能感と自律性と結びつくことで内発的動機づけが起こっ
てエンパワーメントし，人の自己が発達して創造性が高まり，積極的に自発性と自律性を持ち行動
すること，人は効果的かつ自律的でありつつも他者と結びつく関係性の欲求を持つため重要な他者
からの自律性の支援が重要であると述べている。この議論は留学生の動機づけとエンパワーメント
や地域の人々との関係性構築への要望とその支援の重要性に置き換えて考えることができる。エン
パワーメント指標に関する議論からも動機づけの重要性が指摘されている。Feldman & Weitz（1990， 
270-271）による夏季インターンシップでのポジティブな体験の要因分析では，学生の態度の評価
指標として，仕事の満足度・仕事への動機づけ・仕事との関わり・組織へのコミットメントを取り
上げ，動機づけが仕事での努力，生産性，仕事の質，人間としての成長に関わる満足度に深く関連
すると述べている。Alpert，Heaney，Kuhn（2009，37-38）によるインターンシップの目標・組織・
評価に関する学生・企業・大学の視点からの考察では，インターンシップの困難としてプロジェク
トの一員として意義のある仕事に従事していると学生が認識しにくい現状を述べ，学生が意義のあ
る仕事に従事する重要性（Ryan & Krapels,1997）と動機づけが仕事の質を高める（Trovey，2001）
ことを論じている。さらに，価値ある経験を学生が持つためには，学生は挑戦的かつケアされる環
境で正統的プロジェクトに従事する必要があると指摘する。海外でのインターンシップでのスキル
活用不足やスキル発展の機会の不足に対する学生の失望についての指摘（Feldman&Bolino，2000）
もある。
　次に，留学生インターンが地域と対等の立場に立てる社会体験を持つことによるエンパワーメン
トについて述べる。Kasim & Al-Gahuri （2015）は，研究者は研究するコミュニティに対し相互依存
の関係と平等なパワー関係を構築しつつ良好な関係を築き信頼を得ることが必要となると指摘する
（Emmel， Hughes， Greenhalgh， Sales， 2007；Rist，1981）。本実習でも大学と地域関係者との対等な
関係の構築が意義ある実習には不可欠であるとの見解に基づき，留学生の日本理解と異文化性を活
かし，学生が自己決定権を持ち地域の人々と対等のパワー関係に立てるよう「国際観光ガイド」実
習を試みた。自身の外国人としての知見の地域への貢献により地域に価値を生み出すとともに留学
生も自己効力感を持つことにより対等のパワー関係に立てると想定した。留学生が自主的に企画を
考案しエンパワーメントする重要性については，ソーシャルワーク理論におけるクライアント自身
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の持つ力や自己決定権への着目の視点も参考とした。久保（2000）は，ソーシャルワーク理論にお
けるエンパワーメント実践の基盤にある重要な価値としての人間のニーズの充足，社会正義の促進，
資源の平等な分配，人種差別などの排除，自己決定，自己実現（Cox，1994）に言及し人々の強さ
とコンピテンスに焦点を当てる重要性を説く。エンパワーメント評価の議論においても自己決定能
力に焦点があてられている。フェタマン（Fetterman，1996，2001）が提唱する「エンパワーメント
評価」理論 では，エンパワーメント評価は，自らが関わる事業を改善し自発的に自らの状況を改
革しようとする人々（=グループ）に対し，「自己評価（self-evaluation）」と「反省（reflection）」を
通して自己決定能力（self-determination）を身につけるプロセスを提供することであると説く（源，
2003）。中河・鎌田・飯野（2013，89）は，フェタマン（Fetterman，D.）やワンダーズマン（Wandersman，
A.）らが提唱したエンパワーメント評価の定義を「当事者が自分のプログラムを計画し，実行し，
評価する能力を増大させることで，プログラムが成果を生み出す可能性を高めることを狙った評価
方法」としている。これらの先行研究から自己決定権・自己効力感・自律性・共同体や社会と関わ
る意味づけなどがエンパワーメントと深く関わることが分かる。
　次に，留学生が地域との対等なパワー関係に立つことによるエンパワーメントに関連した議論に
ついて述べる。宮崎・河北（2012，51-52）は，日本で生活する外国籍市民のエンパワーメントの
ための地域社会の関わりに関する研究において，カミンズ（2011）による「協働的に力を創り出す」
エンパワーメントの理論を引き出す。教員が言語マイノリティの子どもの言語と文化を資源として
活用することで，子供は自身の多言語・多文化アイデンティティを表現し自尊感情を持てるという
論説である。この論説は，本実習において日本の地域社会でマイノリティの存在である留学生が自
身のアイデンティティを尊重しつつその知見を生かし地域と協働的関係を構築しエンパワーするこ
ととも重なる。さらに，Vandeveer & Menefee（2006）は，国際的体験学習の価値として，外国語で
コミュニケーションをとり企画を進める実体験によるエンパワーメント， 快適ゾーン外での予想外
の状況との遭遇による深い学び， 慣れた状況外でのインタラクション，地域と国際との関係性の課
題着目等を挙げているが，本実習も留学生が快適ゾーン外の不慣れな場で異文化性と日本理解を活
用する体験である。これらの先行研究を参照しつつ，定義の多様性を持つ「エンパワーメント」と
いう用語について，本稿では「自身がパワーを持っていると感じ，自身の持つ知識・力・資源・ス
キルを自ら使い，自ら決定して目的を成し遂げ，人に影響を与える力を持つこと」と定義し考察す
る。本研究の特殊性は留学生間の多元化された異文化性と日本の地域社会の価値観とが交錯する場
で留学生が異文化性と日本文化理解を生かす社会体験を持つことによるエンパワーメントの自己評
価を分析することにある。

2．2　地域の多文化共生推進と国際観光振興に関わる留学生の社会体験
　実習で協働する留学生と地域社会が対等のパワー関係に立ち双方に意義ある体験学習の場を構築
する観点から，留学生との関わりが地域社会にもたらす効果について国際観光振興と地域の多文化
共生の2点から述べる。1963年に制定された観光基本法を全面改訂し，2007年に施行された観光立
国推進基本法（国土交通省観光庁）2）では，「国際競争力の高い魅力ある観光地の形成」（第12-14条），
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「観光産業の国際競争力の強化及び観光の振興に寄与する人材の育成」（第15条・16条），「国際観光
の振興」（第17条・18条）を掲げ，国際競争力の高い国際観光の推進が提唱されている。地域創生
の施策として，国際観光の振興に関し留学生は意義ある知見を提供し新しい価値観の形成をもたら
し得るとともに，地域と協働する社会体験は留学生が実社会を体験的に学び，日本と世界をつなぐ
方策や異文化理解の課題等について考察する教育の場をもたらす。これは総務省が提唱する地域の
多文化共生社会の推進にも関わる。平成18年3月， 総務省は「多文化共生推進プラン」を発表し， 地
域で多文化共生を推進する人材の育成と活用を提唱してきた。「地域における多文化共生推進プラ
ンについて」（総務省）では， 地域における情報の多言語化，外国人住民と自治会等が連絡を取れ
る仕組みづくりや国際理解教育の推進，留学生が多文化共生の地域まちづくりに参画する支援，地
域住民等に対する多文化共生の啓発などが提唱されている。

3．地域との協働による国際観光ガイド・インターンシップ実施の背景と実習内容

　「国際観光ガイド」の実習内容の概要について述べる。呉市倉橋町「長門の造船歴史館」におけ
る「国際観光ガイドインターンシップ」実施には，担当教員と行政及び地域関係者との連携が不可
欠であった。2014年6月に呉市役所に企画を提示し，関係部署及び地域関係者との企画会議を開催
し準備を進めた。長門の造船歴史館のある呉市倉橋町の人口は2015年3月末日時点で，5,901人で，
高齢化率（65歳以上）は，46.4%である中3），本企画を実行する過程で留学生の若い力と新しい知
見の活用への期待の声が地域関係者からあった。2014年10月末には「倉橋長門の造船歴史館の国際
的広報の施策」公開国際セミナーを開催して留学生の企画提案を行い， 2泊3日の実習のための呉市
による宿泊施設の提供も決定した。実習を行った8名の留学生の詳細を表1に示した。3日間の実習
内容は以下である。
1）呉市倉橋町「長門の造船歴史館」における国際観光ガイド（2月15・16日）
　2月15日（日）は， 約1時間の日本語と英語のガイドを午前と午後に各1回ずつ行い，各回2人ずつ
担当した。16日（月）は， 呉市産業部観光振興課が市民より参加者を募集して長門の造船歴史館を
訪問する「国際観光ガイドバスツアー」（14名参加）を企画しガイドを聴く人を募った。両日の造
船歴史館の訪問者数は合計127名であった。
2）呉市「倉橋フェスティバル」のステージ出演（2月15日）
　本年度で第17回目となる「倉橋フェスティバル」のステージに2回出演し，国際観光ガイドのス
ケジュール紹介とインターン考案の倉橋町の土産品の提案の紹介と投票依頼及び投票発表を行っ
た。商業祭としての性質を持つフェスティバルでは倉橋観光ボランティアガイドの会，女性会や自
治会などの地域団体がテントを設営して地域特産物や調理品の販売を行った。地域関係者の報告で
は2015年度の倉橋フェスティバル参加者数は約1万2千人，ステージ前の観客席には約500名がいた
とされる。
3）「倉橋フェスティバル」会場における倉橋の土産品とマスコットの投票と集計
　ガイドの担当部分の合間に，インターンがフェスティバル会場において交代で倉橋町のお土産品
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とマスコットの投票の依頼をして回った。集計結果は，マスコット品3点は，遣唐使船 36票，犬 14

票，猫 9票で，お土産品3点は，スマートフォンケース 34票，布鞄 12票，Tシャツ10票であった。

4．調査概要

4．1　調査対象者とその背景
　本研究の分析対象を2014-2015年度「グローバル化支援インターンシップ」受講者で本「国際観
光ガイド」実習をした広島大学短期交換留学生8名のうち7名とする（表1参照）4）。5か国出身の8

人のインターンのうち， ガイドは，中国・韓国・ドイツ出身の6人のインターンが日本語で， オース
トラリアとポーランド出身の留学生2人は英語で行った。

4．2　調査方法
　実習終了後の2015年2月末に，エンパワーメント評価シートを配布し，各評価項目を1~4の4段階（1. 

エンパワーメントしなかった，2. あまりエンパワーメントしなかった，3.少しエンパワーメントし
た，4.とてもエンパワーメントした）で評価をお願いした。さらに，2月末～3月に1～2時間の1対1

の半構造化インタビューを教員の研究室で行った。各学生のインタビュー開始時に「エンパワーメ
ント」の定義を確認するとともに評価点を再確認しつつ進めた。インタビューは，アジア圏は日本
語で，西欧圏は英語で行った。インタビュー開始時に各項目について話したいことのみ自由に述べ
るよう伝えた。秘密を厳守し，本人であることが特定可能な形で論文等に記載しないなど，プライ
バシーには十分配慮する点を明確に伝えた。インタビューはその場でコンピューターに記録した。

4．3　調査内容
　前述したインターンシップにおける動機づけとエンパワーメントの関係やエンパワーメント評価
に関する先行研究を参考とし，本研究では，留学生が日本の地域社会と協働し，外国人の知見を生
かし対等のパワー関係に立ち実習を行うという文脈に基づき，表2の「実習によるエンパワーメン
ト評価指標」を設定した。1） 日本語と日本文化理解（「1.日本語」「2.日本文化」），2）汎用的能力（「3.

アクセス」「4.リーダーシップ」「5.決定権」「11.自己効力感」），3） 地域社会との連携における留
学生の力（「6.留学生インターンの連携」「7.留学生の能力に関する認識」「8.文化的な従属的地位
の転換」「9.日本の地域社会・市役所・学校・企業等への貢献」「10.他の留学生へのモデル提示」）

表1　交換留学生インターン8人の特徴（国・専攻等）
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の3側面から11のエンパワーメントの要因を評価指標として設定した。「評価カテゴリー」と下部概
念として「評価項目（概要）」を設定した（表2）。インタビュー内容の要点をアジア圏と西欧圏に
ついて表2に提示した。各「評価カテゴリー」ごとの各インターンの4段階評価の点数に基づく考察
とインタビュー内容に基づく各評価項目ごとの詳細分析を行った。

5．分析と結果

5．1　分析方法
　全評価項目について， 各インターンによる各項目の4段階評価の数値を図で示した。匿名性を保
つため学生の出身地域（アジア圏・西欧圏）と日本語能力及び英語能力のみ提示し，アジア1～4，
西欧1~3と番号により各学生の評価点を提示した。数値化により，日本語能力や文化的背景の相違
による傾向の有無や全体像を総括的に把握することを意図した。日本語上級のアジア圏の留学生と
日本語中級で英語で話す西欧圏の留学生は，実習現場で異なる態度を示す傾向にあった。日本語使
用の場合，内と外や上下を意識した礼儀を示す傾向にあった。インタビュー内容を最も適切と思わ
れる項目に整理し直し表に記入した。

5．2　分析結果
5.2.1　インターンによるエンパワーメント評価点の分析
　各「評価カテゴリー」ごとの各インターンの4段階評価の点数を図1に示した。「評価カテゴリー」
の下位概念の「評価項目（概要）」がある項目に関しては，評価カテゴリーごとの把握を目的とし「評
価項目（概要）」の平均を出し提示した。分析では各「評価項目（概要）」の詳細にも着目した。「評
価カテゴリー」名は一部短縮して表示した。全般的にアジア圏も西欧圏も異なる要因でエンパワー
メントしている。「3.アクセス」の「3）担当教員へのアクセス」では一人以外，全員が4点を付け
ており，留学生活における教員との関係性の重要性が分かる。「4.リーダーシップ」「5.決定権」「6.留
学生インターンの連携」では西欧圏の学生のほうがアジア圏の学生よりも評価点が高いが，自己を
謙遜して評価する態度を示す重要性の認識の差とも解釈できる。「11.自己効力感」では，西欧圏の
学生もアジア圏に劣らない評価であるが，自身の言語能力やアイデアを生かし力を発揮した場合，
エンパワーメントが可能ともいえる。日本語が得意でない西欧圏の学生がアジア圏と比較して目立
たなく見える傾向にあるが，様々な要因によりエンパワーメントする可能性に着目しインタビュー
分析を行った。
5.2.2 インターンへのインタビューの分析
　各学生のインタビュー内容を各「評価項目（概要）」ごとに整理し， 要約をつけた表をアジア圏（中
国・韓国）4人と西欧圏（オーストラリア・ポーランド・ドイツ）3人について作成し，その一部を
抜粋し提示した（表3）。表2に提示した「アジア圏」と「西欧圏」の学生の各「評価項目」ごとの
要点も参照しつつ，インタビューの言葉そのものを重要視して分析を行った。以下に各「評価項目」
の考察結果を示した。
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1．日本語
　アジア圏の学生は，日本人に地域の歴史的資産を紹介する体験により「日本について話すことに
ついて見る目が変わった」と述べ日本語能力習得の域を超えて新しい視野から日本を見る体験と

表2　実習によるエンパワーメント評価指標
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なっている。「自分はただの外国人ではなく，もっと存在のある人になれた気がした」からは，意
義ある仕事への従事が存在感を高めていることがわかる。西欧圏の学生はアジア圏の学生が上下関
係を意識して敬語を使い分ける現場を観察し敬語を学んだと述べた。
2．日本文化
　「特に外部の人と関わることについて授業で学んだ。電子メールとか電話とか学んだ。」，「日本的
なマナーとか，何十倍も能力が上がっていると実感している」，「知識が活用できたと感じる」，「実
際に応用して身に付けたと思う。本だけでは応用する時はできない」は，日本の実社会での体験学
習による価値ある学びによるエンパワーメントである。
3．アクセス　1） 地域社会へのアクセス
　「半年前の自分とは違う。自分がどうやって表現すればいいか分からなくて，ありがとうござい
ます，と言ってばかり。今回はもっと言えた。」は地域の人への対応力をつけたことへの実感である。
西欧圏の学生の場合，「自分に興味を持つ地域住民と接触した」ことや，「地域とつながりを築けた」
ことにエンパワーメントしたと述べた。
　  アクセス　2） 市役所へのアクセス
　「以前は，市役所のイメージとしては偉い。自分からは距離がある。今は，つきあい。特に，自
分は先生の学生として，そんなに低くない地位にあるような気がする。」，「相手がもし，とても上だっ
たら，よく扱われなかったら気持ちよくない。平等でなかったら，好きでない。」，「この経験を通
して，もっと日本が好き。つきあって，人がとても優しくて，本当の仕事もできる。」，からは，地
域の人々と話し合いつつ実現に向けて行動していく過程で地域に何らかの貢献ができたことを実感
し，エンパワーメントを感じていることが分かる。
　  アクセス　3） 担当教員へのアクセス
　「インターンシップは，自分が考えたことを言える」，「先生は上にいるのに，自分の話を聞いて
くれるのを感じられる。」，「普通は，社会で体を痛めて学ぶものだと思うが，今回は大学で学べて
いいと思う」，「インターンシップがなかったら先生（指導の先生）がいないっていうかいない感じ
がする。」では，実習における指導が学生と担当教員との距離を縮めるとともに自身の存在感の意

図1　各インターンによる各「評価カテゴリー」の評価点
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義の再確認となっている。Chanら（2015，14-15）は，学校教育で異文化接触に対応するカリキュ
ラム構築の複雑性に関する論考において，多文化の背景を持つ生徒と教員の関係性を構築する複雑
性とその重要性を論じているが，外国人留学生が日本の地域社会と接する実習で留学生の日本文化
理解の困難を理解し支援する指導者の役割は不可欠である。西欧圏の学生の場合，西欧圏での留学
経験を持つ担当教員へのアクセスが容易であり，教員が西欧圏の学生の「存在の重要性を常に明示
し」，多文化を背景に持つ留学生が協働する意義を示したことが動機づけにつながっている。
4．リーダーシップ　1） インターンシップでのリーダーシップ
　アジア圏の学生は「ステージの上で皆をどうアレンジするとか，リーダーの Kさんを見ると，
何をしている，と，どうやって仕事できる，とか見ていた。」，「今なら仕事が来たら，スケジュー
ルとか，役割分担とか，仕事リストとか，どうすべきかというのは，もっと理解できる。」には，
観察により自身のリーダーシップスタイルを模索したり， 企画の全行程を体験し，企画を実行する
総括的な力をつけたと評価するなど，実行力についてのエンパワーメントが表れている。

表3　エンパワーメントに関する留学生インターン（アジア圏）へのインタビュー内容（一部抜粋）
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　  リーダーシップ　2） インターンシップでの役割の担当
　アジア圏の学生が「自分の将来を考えるきっかけとなった」，「今の自分はまだ未熟です」は，企
画実行の厳しさを体験し将来のキャリアを現実的に再考する姿である。「100%よくできたとは思
わないが。効果が出た。結果が出た」は，ガイドを聞く相手に対し実践を行ったことによるエンパ
ワーメントである。
5．決定権　1） 仕事における決定権
　「一人で決める，のはおかしい。皆で決める。ガイドの形とか，役割分担とか，デザインとか。
スケジュールとか。」は，皆で協力し，全行程において皆で決定し，地域で成果を出したことへの
評価である。
　  決定権　2） 地域の人々・市役所・学校・企業との協同企画での仕事の提案
　西欧圏の学生の一人がデザイン能力を発揮し地域を紹介するニュースレターを自らの意思で作成
した。「皆にびっくりされた」のように，ユニークな感性について行政職員や担当教員から賞賛さ
れたことによりエンパワーメントしている。
6．留学生インターンの連携 　1） 他のインターンとの協力によるプロジェクト遂行
　「現場で予行演習。実物を見て，改善したりした」，「担当する部分を英語に直した」，「ガイド，
仕事リスト，とか，何回も改定したり」は，全行程において各自の役割を果たしつつ，協力し成し
遂げたことによるエンパワーメントである。「一人でできる仕事はないと思う。個性を発揮して，
自分のできる範囲で仕事。」からは，各自が持つ個性を出し合い様々な力を発揮し留学生間で協力
して生み出すパワーを感じていることが分かる。
　  留学生インターンの連携 　2） 多国籍の留学生インターンとの協力によるプロジェクト遂行
　「欧米人は自由形。デザインとか，ガイドも簡単でおもしろい。絵とか，描いたり，マスコット
を作ったり」というアジア圏の学生のコメントからは，欧米の学生が自由で気楽な形で特性を生か
し能力を発揮する姿への評価が伺える。「私たちも英語の勉強。」，「欧米系入れた方がいい」は，異
なる価値観を持つ学生との協働学習を新鮮な挑戦として認識していることが分かる。Colvin & Volet 

（2014，80）は，異文化間のインタラクションにおいて，感情が多様性の経験を個人的成長へとつ
なげる鍵であると説く。また，Kim （2015， 6-7）は，異文化間のアイデンティティ形成の過程での
自他との関係性における個性化（Kim， 1988， 2001， 2005）に言及しつつ，異文化との接触により，
民族や文化などの社会的な慣習の中で構成された人員として他者を定義するよりも個別の個人とし
て定義する態度が形成される（Billig，1987；Hansel，1993； Oddou&Mendenhall，1984）ことを論
じている。西欧圏の学生による「ともに努力した仲間として真の友情を感じた。形式でない。」か
らは，成功に向け共に努力し時間を共有した体験が生む感情が，異文化の背景を持つ仲間を一人の
人間として見る変容をもたらしていることが分かる。
7．留学生の能力に関する認識　1） 外国人でありながらも日本語能力が高いことの実感
　専門的な地域の歴史や外交について調査し，造船歴史館内を撮影したビデオを見ながら日本語で
暗唱して練習する仲間の姿に感動したとの意見があった。実習第1日目の現場でガイド内容を確認
したり，英語ガイドの翻訳の支援をするなど協力して準備したことや議事録作成など，本格的に仕
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事に挑戦したことがエンパワーメントをもたらしている。西欧圏の学生は地域の日本人と話す場が
でき，日本語能力の向上をもたらしたことにエンパワーメントしたと述べた。
　  留学生の能力に関する認識　2）外国人でありながらも日本的行動を理解していることの実感
　西欧圏の学生が，上下関係の実際の状況は，「日本で生活しなければ学べない」と述べ，日本社
会において人の行動を観察し学ぶ現場を持てたことにエンパワーメントしている。
　  留学生の能力に関する認識　3） 日本社会で英語を使用して仕事に貢献できることの実感
　アジア圏の学生は日本語中級の西欧圏の学生への英語による支援が英語を勉強する場となったこ
と， 西欧圏の学生は，地域を紹介するニュースレターを英語で作成し支援を提供できたことでエン
パワーメントしている。
8．留学生の能力に関する認識　1） 日本で仕事ができる能力の証明による外国人の地位の向上
　アジア圏の学生が，造船歴史館での日本語によるガイドについて「お客様の反応も違った」，「しっ
かり聞いていた。」のに対し，英語のガイドについては「遊びの気持ちを持って聞いた」と比較観
察しているが，地域史に関する知識を真剣に調査し日本語でガイドしたことについて自信を持って
いる。「地域の人も褒めてくれたりとか」，「ボランティアガイドの人も話してくれて。距離感がな
くなった」からは，能力を発揮した貢献により地域との絆ができたことが分かる。
　  留学生の能力に関する認識　2） 日本における国際的な仕事への従事
　アジア圏の学生で，「自分の使った言語は日本語で国際的雰囲気が出ていない」のように，多国
籍の人と共に英語などで仕事をすることを「国際」と捉え，日本語で日本人を対象に活動すること
を国際的とは認識しない学生がいた。西欧圏の学生は，少しではあるが地域を支援し人々が自分に
興味を持ち，外国への興味を喚起できたことにエンパワーメントしたと述べた。自身が日本に国際
的交流の場をもたらし，海外と関わることに影響する可能性をもたらしたことに意義づけをしている。
9．日本の地域社会・市役所・学校・企業等への貢献
　「自分の授業のためだけではなくって，倉橋の宣伝とか，力を入れて」には，自身の学びのみでは
なく，地域に貢献できたことに意欲を感じていることが表れている。倉橋フェスティバル会場での
活動に関しては，「ガイドは歴史館についてのみでフェスティバルでもっとできる」と述べ，地域の
人々が集まる場で何か新しい視野から留学生が力を発揮できることを体験から認識している。
10．他の留学生へのモデル提示
　西欧圏の学生のコメントで「何もできないということはない。何かすることはあるはず」，「モデ
ルとは思わないが，交換留学生の中にインターンシップに挑戦しようとした学生が少ないことに
びっくりした。私は何かをしたい」には，自ら主体的に挑戦しようと考えれば何か力を発揮するこ
とが可能，という前向きな態度が表れている。
11．自己効力感
　アジア圏の学生の「やろうとしたらできる，と感じた。どうやってすればいいのか，こつとかみ
えた。」，「自分の人間的な成長。日本社会で自分が通じるかどうかについて自信」，「達成感，満足
感」，には企画を成し遂げたことによる達成感が表れている。「日本語は得意でないが，日本で何か
できると感じた。日本で何か役立つ仕事ができる」，「ガイドを実行できた。もし恐れて挑戦しな
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かったら後悔する。何も失うものはない」と述べた西欧圏の学生からは，勇気を持った挑戦により
挑戦すれば日本で何かできるとの実感を持ったことが伺える。

6.結語

　地方に残る歴史的資産を日本の外交史や歴史とも関連させつつ，交換留学生が国際観光ガイドと
して日本の地域社会で伝える実習は， 地域行政や地域の人々と関わりつつ大学での学術知を実践知
として生かす難易度の高い社会体験となった。大学外の日本の地域社会にある慣習を観察し，その
環境において日本社会の知識を活かして自身が主体として行動する体験は，留学生に様々なエンパ
ワーメントをもたらしている。高度な日本語能力を生かした専門的知識の伝達，社会人との対人関
係構築のスキルや行動様式の理解，地域との対等なパワー関係の構築，多国籍のチームの協力によ
る企画実現など，力を発揮し実行したことがエンパワーメントをもたらしている。日本語が中級で
も勇気を出し実習に挑戦した留学生には，日本語上級の学生の観察や地域社会の人々と関わり日本
社会の行動様式を肌で感じる学びの場ともなるとともに，自身の得意なスキルを生かす日本社会と
の新しい関わり方を体験により発見したことがエンパワーメントをもたらしている。Angelique 

（2001，46-47）は，変容的学びとエンパワーメントは自身の体験を社会的や政治的な文脈の中にお
き自分自身のものとすることにより起こることや，集団の中での体験が社会的かつ政治的学びをよ
り促進すると論じているが，本実習は地域社会と接する体験を通じ，留学生が大学での学びを社会
的かつ文化的な文脈におき意味を捉え直す体験となっている。
　日本の地域社会で留学生が持つ文化的背景や特性を活かし主体性を持って活躍する教育現場を創
る意義について整理しておきたい。Cummins（2001，653） は，社会における力関係とマイノリティ
の生徒の学習とを関連づけた協働的エンパワーメントに関する議論において，教育者は自身の実践
と学生とのインタラクションにより自身のアイデンティティを定義するものであり，生徒のアイデ
ンティティを決定するプロセスが教師と生徒の関係性の外の力によってすべてをコントロールされ
ることはないと主張する。つまり，社会の構造の中で規定されている生徒のマイノリティのアイデ
ンティティは変容的な性質を持つものであり，それに対し，教育者は個人的かつ共同体としてエン
パワーメントの文脈を創造する潜在的能力を持ち，生徒と教員は不平等な社会構造に挑戦する力を
影響力のある形で創り出せると述べる。本実習は，地域社会の文脈で社会的にマイノリティの存在
である留学生が，自身の文化を資源として日本文化の理解を最大限に生かしつつ，留学生としての
力を地域との協働の関係において発揮し自己効力感を感じる教育的空間を構築したものである。本
研究は，異文化と日本文化が交錯する空間において，留学生が留学生間の異文化性にも触れつつ，
日本の地域文化を肌で感じる現場での社会体験を様々な視点から捉えエンパワーメントする姿を提
示したものである。
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【注】

1） 広島大学短期交換留学プログラム（Hiroshima University Study Abroad Program）を「HUSAプロ
グラム」と称する。

2） 国土交通省観光庁ホームページにある「観光立国推進基本法（条文）」参照。
3） 呉市役所倉橋支所提供の呉市「年齢別人口統計」（住民基本台帳）（平成27年3月末現在）参照。
4） 2015年2月末， 不慮の事故で1名が死亡したためインタビューは7名のみ行う結果となった。
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Assessing the Empowerment of International Exchange 
Students: the Globalization Support Internship

Naomi TSUNEMATSU＊

　　This paper concerns the assessment of the empowerment of international exchange students who worked 

as ‘International Tourism Guide’ in a local ship building museum while enrolled in the course entitled ‘the 

Globalization Support Internship’.  International exchange students from Asia, Oceania, and Europe introduced 

the development of ship building technology and industry in the local town and its relation to the history of 

trade and diplomacy of Japan in Japanese and English.   As international tourism guides cooperating with local 

city officials and local power actors, international student interns have had new opportunities for 

empowerment by being connected to local people in an equal power relationship.  For international student 

interns, their knowledge about Japan and their international perspective was a key for taking initiative in their 

project which could contribute to the promotion of international tourism in unique ways.

　　The international tourism guide internship provided international students with a unique learning 

opportunity to work closely with local government officials and experience local culture.  It also created 

opportunities for promoting cross-cultural understanding and the development of muti-culturalism in the local 

society.  The international student interns were empowered by various factors such as utilizing their knowledge 

of Japanese language and society; contributing knowledge from international perspectives, and contributing 

their unique skills.  Mutual acquisition of cultural knowledge and also knowledge on the Japanese language 

usage by working in a multi-cultural team was also empowering.  Interns expressed that their international 

experiential learning has brought a sense of self-efficacy in their relationship with local administration and 

people.  Through the practicum the interns have also developed insight into the application of their knowledge 

to their future careers which are related to Japan in new ways.

＊Associate Professor, International Center, Hiroshima University


